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あらまし：論理的思考力を育成する方法として三角ロジック組み立て演習が提案されている．三角ロジッ

クとは，Toulminモデルを構成する主な要素である「根拠」「理由付け」「主張」を三角形の各頂点に配置

した論理の構造的表現であり，組み立て演習とは，部品として与えられた命題をその三角形の各頂点に配

置して，整合性のある論理を組み立てるものである．これまでに，正解を導く上での必要な部品だけが与

えられている演習（情報完備課題と呼ぶ），および必要な部品に加えて必要でない部品も与えられている

演習（情報過剰課題と呼ぶ）に関しては実装・評価実験まで行われていた．しかしながら，必要な部品が

不足している場合の組み立て課題は取り扱われていなかった．部品が不足している場合には，不足を発見

したうえで，その不足した部品を補完する必要があり，情報完備及び情報過剰課題よりも，より創造的な

思考が求められるといえる．本研究では，部品が不足している課題を情報不備課題と呼び，三角ロジック

組み立て演習における情報不備課題の設計・開発を行った． 
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1. はじめに 

近年，特定の分野や教科に依存しない一般的な

能力としての論理的思考力が重視されている(1)．

論理的思考力の育成として国語の文章題を解く

ことや作文、ディベート活動を通して身に着ける

方法が提案されている．しかしながら，この育成

法において組み立てた論理構造に対する即時的

な診断・フィードバックが困難であるといった問

題点が挙げられている．この問題点を解決する一

つの方法が，学習課題を意味的・記号的な構造と

して記述し，それを学習者が部品から再構成する

演習環境の設計開発を行う「オープン情報構造ア

プローチ」である(2)． 
論理構造を可視化するモデルの一つとして

Toulmin モデルがあるが，このモデルにおいて主

な構成要素とされている根拠，理由付け，主張の

みを用い，三角形の各頂点に配置したのが三角ロ

ジックモデルである．この三角ロジックモデルに

「オープン情報構造アプローチ」を適用した三角

ロジック組み立て演習が実現されており，その有

用性も確認されている(3)．本研究では，この三角

ロジック組み立て演習に対して，情報不備課題を

組み込む試みを行ったので報告する． 
以下本稿では，2 章で先行研究である三角ロジ

ック組み立て演習システムと問題の分類，本研究

について述べる．3 章では本研究の情報不備課題

を扱ったシステム概要，4 章でその演習システム

の利用実験について報告する． 
 

2. 三角ロジック組み立てシステム 
2.1 先行研究 
与えられたカードを三角形の各頂点に配置し，三

角ロジックを組み立てることで論理的思考力向上を

促し，自動診断によるフィードバックを返すことを

可能とした演習システムの開発がされている．国立

教育政策研究所教育課程研究センターが公開してい

る「特定の課題に関する調査（論理的な思考）」の問

題をシステム利用の前後で実施したところ，システ

ムの課題を終了するまでの時間とテスト問題の得点

との間に負の相関がみられたという結果が得られて

いる．つまり，組み立て演習システムの問題を早く

解ける学習者ほど論理的思考力が身についているた

め，テスト問題の得点も高いということが言える．

図 1 三角ロジック組み立て演習システム画面 
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また，複数の三角形を組み合わせることでより複合

的な論理を取り扱える拡張演習や与えられた要素を

変換させて三角ロジックを組み立てる演習も実装さ

れている． 
 

2.2 情報不備課題 
中道ら(4)は，問題に与えられている情報と答えの

求めるために必要な情報の一致・不一致に着目し，

必要な情報だけ与えられている課題（情報完備課題），

余分な情報も与えられている課題（情報過剰課題），

および必要な情報が不足している課題（情報不備課

題），の三つに問題を分類している．問題において与

えられている情報を全て用いることが前提となって

いる情報完備課題に対して，不必要な情報が含まれ

ている情報過剰課題は，課題が解けるための条件を

学習者により明確に考えさせるために有効であると

されている(5)．さらに，必要な情報が不足している

情報不備課題では，情報不足の発見とその不足した

情報の補完が必要となり，また，補完によって求め

られる答えが変わってくる可能性もあるため，より

創造的な思考が促進されると期待できる． 
従来の三角ロジック組み立て演習において情報完

備課題と情報過剰課題が取り扱われていたが，情報

不備課題については取り扱われていなかった．本研

究では情報が不足している情報不備課題を取り扱う

ためにカードを追加する機能，および追加されたカ

ードにより組み立て可能な論理を推論・診断する機

能を追加実装し，利用実験を実施した． 
 

3. システム概要 
従来の演習では複数ある提供カード（一つの命題

を表す）から必要と思われるものを選び，三角ロジ

ックの組み立てを行っていた．本研究では学習者が

カードを作成することで不足したカードを補うこと

をできる機能を実装した．ここでは，カードの命題

は単純命題か含意命題であるとしたうえで，単純命

題であればその命題自体が，含意命題は前件と後件

に分解してそれぞれが（P→Q であれば，P と Q が）

部品になるとしたうえで，それらの部品を用いて新

しいカード（命題）を構成できるようにしている． 

 

図２であれば，提供された二つの含意命題より，

犬である，肺である，動物である，という三つの単

純命題が取り出され，それらを用いて，犬なら動物

である，という含意命題を作成すれば，不足した命

題を補って三角ロジックを完成させることができる．

なお，情報過剰課題と情報不備課題を複合した，余

分な情報を含み，かつカードを作成することで情報

を補完する必要のある情報過不足課題についても取

り扱っている． 
 
4. 利用実験 
本実験は， 従来のものと合わせて 4 種類ある演習

課題（情報完備課題，情報過剰課題，情報不備課題，

情報過不足課題）の比較と，追加機能を実装したシ

ステムが論理的思考力を必要とするものとなってい

るかを検証するために行った．被験者は工学部情報

過程に所属する大学生・大学院生 21 名である．実験

手順は，演習システムを利用してもらった後にペー

パーテストを行った． 演習内容は演習や追加機能の

操作等に慣れてもらうため各種類の問題を 3 問ずつ

出題した後，すべての種類の問題，各 3 問ずつをラ

ンダムに出題した．ペーパーテストには従来の実験

でも使用した「特定の課題に関する調査（論理的な

思考）」の調査ⅠA，調査ⅠB を使用した．  
この利用を通して，情報不備課題が演習として実

施可能であることは確認できた．実施結果の分析に

ついては，発表時に報告する． 
 
5. まとめ 
本研究では，従来の演習システムにカード作成機

能を追加実装することで，情報不備・情報過不足課

題を含めた三角ロジック組み立て演習の設計・開発

を行った．今後は，本演習システムと従来のシステ

ムの比較を行い，システム自体の有効性や情報不

備・情報過不足課題を取り扱うことの有効性などを

示すことを目指す． 
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 図 2 カード作成機能画面 
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